


　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
は
、
四
国
地
方
で

も
広
範
囲
で
記
録
的
な
大
雨
と
な
り
各
地

で
大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

四
国
森
林
管
理
局
で
は
、
７
月
６
日

（
金
）
午
前
に
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
管

内
の
各
署
（
所
）、
関
係
機
関
等
と
連
携
し

た
情
報
収
集
を
行
い
、
管
内
の
自
治
体
へ

の
支
援
を
含
む
迅
速
な
災
害
対
応
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
主
な

対
応
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。（
８
月
１

日
現
在
）

○
へ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
被
害
の
把
握

　

四
国
地
方
を
襲
っ
た
豪
雨
が
お
さ
ま
っ

た
７
月
10
日
（
火
）
か
ら
12
日
（
木
）
に

か
け
て
、
愛
媛
県
及
び
高
知
県
か
ら
の
要

望
を
踏
ま
え
つ
つ
、
森
林
地
域
に
お
け
る

被
害
状
況
の
早
期
把
握
の
た
め
、
ヘ
リ
コ

 県道大久保伊尾木線の上流域

プ
タ
ー
に
よ
る
上
空
か
ら
の
調
査
を
両
県

と
と
も
に
実
施
。

○
各
署
の
対
応
等

■
安
芸
森
林
管
理
署

　

７
月
10
日
（
火
）、
安
芸
森
林
管
理
署
の

森
林
官･

職
員
が
、
県
道
大
久
保
伊
尾
木

線
路
体
流
失
に
よ
り
被
害
状
況
が
把
握
で

き
な
か
っ
た
上
流
域
の
被
害
状
況
の
調
査

を
行
い
、
被
災
箇
所
（
18
箇
所
）
の
写
真

な
ど
の
資
料
を
安
芸
市
役
所
災
害
対
策
本

部
に
提
供
。

■
徳
島
森
林
管
理
署

三好市山城町白川地区



 大月町柏島方面の海岸沿い

 県道 340 号線（大規模林道）

　

7
月
9
日
（
月
）、
徳
島
県
三
好
市
及

び
徳
島
県
森
林
整
備
課
か
ら
の
要
請
を
受

け
、
三
好
市
山
城
町
白
川
地
区
の
地
す
べ

り
発
生
箇
所
に
お
い
て
無
人
航
空
機(

ド

ロ
ー
ン)

の
空
撮
に
よ
る
被
災
状
況(

位

置
、
規
模
等)

を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

空
撮
に
よ
り
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
や
空
撮
画

像
か
ら
作
成
し
た
オ
ル
ソ
デ
ー
タ
等
を
三

好
市
及
び
徳
島
県
に
提
供
。
こ
の
他
、
美

馬
郡
つ
る
ぎ
町
、
勝
浦
郡
上
勝
町
で
も
同

様
に
空
撮
デ
ー
タ
等
を
提
供
。

■
高
知
中
部
森
林
管
理
署

　

7
月
9
日
（
月
）、
国
有
林
防
災
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
の
合
同
調
査
を
開
始
。
林
道
等

に
よ
る
ア
ク
セ
ス
が
困
難
な
被
害
箇
所
等

に
つ
い
て
は
、
無
人
航
空
機
（
ド
ロ
ー
ン
）

を
活
用
し
、
国
有
林
や
隣
接
す
る
民
有
林
被

害
を
把
握
し
、
ド
ロ
ー
ン
の
空
撮
で
得
ら

れ
た
民
有
林
被
害
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、

香
美
市
等
の
関
係
機
関
に
情
報
を
提
供
。

■
四
万
十
森
林
管
理
署

　

7
月
11
日
（
水
）、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
り
上

空
か
ら
高
知
県
大
月
町
柏
島
方
面
の
海
岸

沿
い
の
林
地
被
害
状
況
の
調
査
を
行
い
、

小
規
模
な
林
地
崩
壊
（
4
箇
所
）
が
確
認

さ
れ
た
た
め
被
災
箇
所
の
写
真
な
ど
の
状

況
を
大
月
町
に
提
供
。

■
愛
媛
森
林
管
理
署

　

民
有
林
、
公
道
、
林
道
等
の
被
害
状
況

を
調
査
し
、
市
町
村
や
森
林
組
合
に
写
真
・

図
面
等
を
提
供
。

　

愛
南
町
の
大
規
模
林
道
・
町
道
の
被
害

状
況
、
内
子
町
の
民
有
林
・
林
道
の
被
害

状
況
、
松
野
町
の
県
道
寸
断
に
よ
る
町
営

施
設
へ
の
迂
回
路
と
な
り
得
る
国
有
林
林

道
の
状
況
を
調
査
し
、
町
役
場
や
森
林
組

合
に
提
供
。
宿
毛
市
と
連
携
し
森
林
作
業

道
の
整
備
に
よ
り
生
活
道
を
確
保
（
併
用

協
定
締
結
）

■
「
山
地
災
害
対
策
緊
急
展
開
チ
ー
ム
」

　

愛
媛
県
か
ら
の
要
請
を
受
け
て
平
成
30

年
7
月
25
日
～
8
月
8
日
の
日
程
で
、
林

野
庁
、
関
東
・
九
州
・
四
国
の
各
森
林
管

理
局
の
技
術
者
で
構
成
さ
れ
る
「
山
地
災

害
対
策
緊
急
展
開
チ
ー
ム
」
を
愛
媛
県
の

現
地
に
派
遣
。
愛
媛
森
林
管
理
署
を
活
動

拠
点
と
し
て
大
洲
市
内
の
民
有
林
の
山
腹

崩
壊
箇
所
の
被
害
調
査
等
の
支
援
を
実
施
。

図面と現地を確認する職員



　

６
月
22
日
、
23
日
に
沖
修
司
林
野
庁
長

官
が
四
国
森
林
管
理
局
管
内
の
国
有
林
等

を
現
地
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
愛
媛
森
林
管
理
署
に
お
い
て
、

職
員
へ
の
訓
示
を
行
っ
た
後
、
愛
媛
県
西

条
市
の
株
式
会
社
サ
イ
プ
レ
ス
・
ス
ナ
ダ

ヤ
で
Ｃ
Ｌ
Ｔ
製
造
ラ
イ
ン
等
を
視
察
し
ま

し
た
。
次
に
、
久
万
高
原
町
林
業
研
究
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
地
元
久
万
高
原
町
長

　

雲
の
上
の
図
書
館

グリーン四国№ 1181

や
林
業
関
係
者
等
と
の
意
見
交
換
を
行
っ

た
後
、
同
セ
ン
タ
ー
に
設
置
さ
れ
た
担
い

手
育
成
の
た
め
の
室
内
実
習
棟
（
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
操
作
訓
練
施
設
）
等
を
視
察
し
ま

し
た
。

　

続
い
て
、
高
知
県
梼
原
町
に
お
い
て
、

隈
研
吾
氏
が
設
計
・
管
理
を
行
っ
た
「
雲

の
上
の
図
書
館
（
平
成
30
年
４
月
本
格

オ
ー
プ
ン
）」
を
は
じ
め
と
し
た
木
造
公
共

建
築
物
や
ジ
ビ
エ
加
工
施
設
等
を
視
察
し

ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
四
万
十
森
林
管
理
署
管

内
の
「
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
試
験
地
」（
辛
川

山
国
有
林
１
２
７
１
林
班
）
を
視
察
し
ま

し
た
。
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
天
の
中
、

野
津
山
喜
晴
局
長
や
四
万
十
署
の
職
員
と

と
も
に
、
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
の
第
３
世
代
の

萌ほ

う

が芽
状
況
等
を
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

早そ
う
せ
い
じ
ゅ

生
樹
・
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
は
、
ス
ギ
の

約
1.5
倍
、
木
材
強
度
も
ヒ
ノ
キ
と
同
等
で

萌ほ
う
が
り
ょ
く

芽
力
も
旺
盛
な
こ
と
か
ら
、
造
林
樹
種

と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
第
１
世
代

の
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
は
、
昭
和
７
年
度
に
植

栽
さ
れ
、昭
和
63
年
度
（
57
年
生
）
に
伐
採
。

そ
の
伐ば

っ
こ
ん根

か
ら
萌
芽
し
た
第
２
世
代
は
、

萌
芽
更
新
で
成
林
し
て
い
る
国
内
で
最
も

歴
史
の
あ
る
試
験
地
で
、
平
成
29
年
度
に

間
伐
を
実
施
し
ま
し
た
。
間
伐
後
、
萌
芽

し
た
第
３
世
代
は
今
後
、
芽
か
き
作
業
や

種
子
採
取
等
に
よ
る
苗
の
育
成
な
ど
を
検

討
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
視
察
し
た
高
知
県
安
芸
市
の

岡お
か
む
ね宗
農
園
で
は
、
尾
崎
正
直
高
知
県
知
事

や
高
知
県
の
林
業
担
当
者
も
交
え
、
コ
ン

テ
ナ
苗
の
生
産
体
制
や
高
知
県
の
森
林
・

林
業
行
政
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い

萌芽

　
沖
修
司
林
野
庁
長
官
の
現
地
視
察
に
つ
い
て�

〈
企
画
調
整
課
〉　

ま
し
た
。

　

今
回
の
現
地
視
察
で
は
、
地
元
の
市
町

村
や
林
業
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
も
多
数
集

ま
っ
て
い
た
だ
き
、
活
発
な
意
見
交
換
も

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現
地
視
察
で

伺
っ
た
貴
重
な
意
見
に
つ
い
て
は
、
四
国

森
林
管
理
局
が
行
う
管
理
経
営
に
活
か
し

て
ま
い
り
ま
す
。

 

「
切
り
株
（
伐ば

っ
こ
ん根

）
か
ら
新
芽
＝
萌ほ

う

が芽
」

　

コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
現
地
視
察

4
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｢
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
勉
強
会｣

を
開
催

〈
企
画
調
整
課
〉

　

平
成
30
年
７
月
25
日
、
平
成
30
年
度
第

１
回
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
勉
強
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
７
月
豪
雨
災
害
も
あ
り
開
催
が

危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
好
天
に
も
恵
ま
れ
、

四
国
４
県
か
ら
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
15
名
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

　

ま
ず
、
野
津
山
喜
晴
局
長
か
ら
、「
こ

の
度
の
豪
雨
災
害
に
あ
た
り
、
被
災
さ
れ

た
方
々
に
対
し
、
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。
四
国
森
林
管
理
局
に
お
い
て
も
、
こ

の
７
月
豪
雨
の
災
害
対
策
本
部
を
立
ち
上

げ
て
、
対
応
を
行
っ
て
お
り
、
国
有
林
の

被
害
状
況
調
査
だ
け
で
は
な
く
、
民
有
林

も
含
め
た
被
害
状
況
を
把
握
し
、
県
や
市

町
へ
の
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
。
今
後

も
適
切
な
森
林
管
理
を
通
じ
て
災
害
に
強

い
国
土
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
」
と
の
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
江
坂
文
寿
業
務
管
理
官
か
ら
７

月
豪
雨
に
よ
る
災
害
へ
の
対
応
と
し
て
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
や
無
人
航
空
機
（
ド
ロ
ー
ン
）

を
活
用
し
た
民
有
林
支
援
、
迅
速
な
被
害

状
況
把
握
を
行
う
と
と
も
に
、
愛
媛
県
か

ら
の
要
請
を
受
け
て
、
九
州
森
林
管
理
局

と
関
東
森
林
管
理
局
の
職
員
で
構
成
さ
れ

る
山
地
災
害
対
策
緊
急
展
開
チ
ー
ム
を
受

け
入
れ
る
と
と
も
に
、
四
国
森
林
管
理
局

職
員
も
１
名
派
遣
す
る
な
ど
四
国
森
林
管

理
局
に
お
け
る
取
組
に
つ
い
て
説
明
を
行

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
林
業
成
長
産
業
化
に
向
け
た
四

国
森
林
管
理
局
の
取
組
を
説
明
す
る
と
と

も
に
シ
カ
対
策
や
林
業
技
術
者
の
育
成
等

に
つ
い
て
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

昼
食
後
、
バ
ス
で
、
高
知
県
内
で
最
大

5

　

モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
集
合
写
真

　

野
津
山
局
長
挨
拶

規
模
の
製
材
工
場
で
あ
る
「
高
知
お
お
と

よ
製
材
」
に
向
か
い
ま
し
た
。

　

お
お
と
よ
製
材
で
は
、
工
場
設
立
の
経

緯
や
特
徴
に
つ
い
て
説
明
を
う
け
、
そ
の

後
、
工
場
内
で
原
木
が
製
品
に
な
る
ま
で

の
工
程
を
見
学
し
ま
し
た
。
製
品
と
な
ら

な
い
木
く
ず
な
ど
も
全
て
ボ
イ
ラ
ー
の

燃
料
と
し
、
そ
の
熱
は
木
材
の
乾
燥
に
利

用
さ
れ
る
な
ど
無
駄
の
な
い
シ
ス
テ
ム
と

な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

　

続
い
て
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
利
用
し
た
木
造

建
築
で
あ
る
高
知
県
森
林
組
合
連
合
会
館

を
見
学
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
国
有
林

モ
ニ
タ
ー
は
Ｃ
Ｌ
Ｔ
に
興
味
津
々
で
「
Ｃ

Ｌ
Ｔ
と
一
般
材
は
ど
ち
ら
の
方
が
強
度

が
あ
る
の
か
」
な
ど
の
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。

　

参
加
し
た
モ
ニ
タ
ー
の
方
々
か
ら
、「
連

日
暑
い
中
で
の
製
材
工
場
で
の
作
業
は
重

労
働
だ
」「
新
た
な
木
材
の
利
用
方
法
を
知

る
こ
と
が
出
来
た
」
等
の
感
想
を
い
た
だ

き
、
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
の
皆
様
が
国
有
林

や
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
る
大
変
有
意
義
な
勉
強
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

Ｃ
Ｌ
Ｔ
は
、
木
の
板
を
縦
と
横
に
交
互

に
重
ね
た
分
厚
い
大
判
の
パ
ネ
ル
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6

各地のたより 目次

「ドローン」活用に期待の声

「シカ被害」に危機感で地域
と連携強化

２校で森林環境教育（空飛
ぶ種子）を実施

「冬下刈作業の導入に向けた
現地検討会」を開催

北川村とシカ被害対策推進
協定締結

「
ド
ロ
ー
ン
」
活
用
に
期
待

の
声

〈
愛
媛
森
林
管
理
署
〉

　

６
月
27
日
、「
ド
ロ
ー
ン
講
習
会
」
及
び

「
民
・
国
合
同
意
見
交
換
会
」
を
松
野
町
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

愛
媛
森
林
管
理
署
で
は
、
昨
年
度
か
ら
、

職
員
は
じ
め
、
ド
ロ
ー
ン
操
作
者
の
拡
大

及
び
地
元
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
四
国
森
林
管
理
局
の

関
係
各
課
の
協
力
の
も
と
、
愛
媛
県
森
林

局
、
各
市
町
、
林
業
事
業
体
等
に
も
参
加

を
呼
び
か
け
「
ド
ロ
ー
ン
講
習
会
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

５
月
期
の
中
予
地
区
で
の
開
催
（
久
万

高
原
町
）
に
続
き
、
消
防
機
関
に
も
参
加

者
を
募
り
、
55
名
参
加
を
得
て
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

　

午
前
中
に
「
関
係
法
規
や
機
体
等
の

取
り
扱
い
」
の
座
学
を
松
野
町
保
健
セ

ン
タ
ー
の
会
議
室
で
行
い
、
午
後
は
、
場

所
を
旧
松
野
南
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
に
移
し

て
、
３
班
に
分
か
れ
実
際
に
操
作
性
や
映

像
の
鮮
明
さ
を
体
験
す
る
「
飛
行
実
技
」

を
行
い
ま
し
た
。

　

受
講
者
か
ら
は
、「
導
入
に
向
け
前
向
き

な
検
討
を
し
た
い
」「
様
々
な
活
用
が
期
待

さ
れ
る
」
等
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
余
談
で
は
あ
り
ま
す
が
、
当
年

３
月
を
も
っ
て
廃
校
と
な
っ
た
小
学
校
を

活
用
す
る
こ
と
に
地
元
か
ら
も
歓
迎
の
声

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

当
署
が
昨
年
か
ら
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
「
ド
ロ
ー
ン
操
作
者
の
拡
大
の
取
組
」

も
一
区
切
り
つ
い
た
こ
と
か
ら
、
今
後
は
、

消
防
・
警
察
機
関
等
と
連
携
し
た
「
緊
急

連
絡
・
救
急
模
擬
訓
練
」
の
実
施
や
既
に

導
入
し
て
い
る
関
係
機
関
と
連
携
し
た
操

作
技
術
等
の
発
表
会
等
を
国
有
林
内
で
実

施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

「
合
同
意
見
交
換
会
」

　

ま
た
、
本
講
習
会
後
に
場
所
を
座
学
会

場
に
戻
し
、
今
回
、
ド
ロ
ー
ン
講
習
会
に

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
南
予
地
区
の
自
治

体
関
係
者
と
「
民
有
林
・
国
有
林
合
同
意

見
交
換
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
署
が
目
指
す
地
域
連
携
は
、
各
機
関

と
の
人
的
結
び
つ
き
の
強
化
を
基
本
に
進

め
る
考
え
で
あ
り
、
昨
年
度
か
ら
、
愛
媛

県
の
出
先
機
関
で
あ
る
各
地
方
局
職
員
と

森
林
事
務
所
職
員
を
中
心
に
交
流
の
場
を

設
定
す
る
と
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
今

回
は
、
南
予
地
方
局
を
は
じ
め
、
南
予
地

区
の
２
市
３
町
の
林
業
関
係
職
員
と
森
林

管
理
局
・
愛
媛
署
職
員
の
39
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

意
見
交
換
会
で
は
、
江
坂
文
寿
業
務
管

理
官
か
ら
、
林
野
情
勢
、
四
国
森
林
管
理

局
の
取
組
等
に
つ
い
て
、
ま
た
当
署
か
ら

は
、
当
年
度
の
重
点
取
組
事
項
を
説
明
し

ま
し
た
。
南
予
地
方
局
森
林
林
業
課
か
ら

は
、
民
有
林
の
取
組
の
概
要
説
明
を
受
け
、

全
体
討
議
に
移
り
ま
し
た
。

  

各
市
町
の
担
当
職
員
か
ら
は
、
低
コ
ス

ト
造
林
や
シ
カ
対
策
、
造
林
手
確
保
な
ど

共
通
の
課
題
が
議
論
で
き
、
有
意
義
な
意

見
交
換
会
で
あ
っ
た
と
の
声
が
あ
り
ま

　

ド
ロ
ー
ン
操
作
説
明
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「
シ
カ
被
害
」
に
危
機
感
で

地
域
と
連
携
強
化

〈
愛
媛
森
林
管
理
署
〉

　

６
月
28
日
、「
シ
カ
わ
な
講
習
会
」
を
松

野
町
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
取
組
は
、
近
年
、
当
署
管
内
で

も
、
シ
カ
に
よ
る
森
林
被
害
が
南
予
地
区

か
ら
中
予
・
東
予
へ
と
拡
大
傾
向
に
あ

り
、
職
員
全
員
が
危
機
感
を
も
っ
て
取
り

組
む
た
め
に
、
「
職
員
向
け
講
習
会
」
を

企
画
し
ま
し
た
。
実
施
に
併
せ
て
、
県
の

出
先
機
関
の
南
予
地
方
局
は
じ
め
、
南
予

地
区
の
市
町
、
森
林
組
合
、
猟
友
会
に
声

を
か
け
、
高
知
県
の
越
知
町
か
ら
の
参
加

者
も
含
め
、
53
名
の
参
加
と
な
り
ま
し

た
。

  

午
前
中
に
松
野
町
の
「
町
民
セ
ン
タ
ー
」

で
局
保
全
課
及
び
森
林
技
術
・
支
援
セ
ン

タ
ー
職
員
を
講
師
に
「
鳥
獣
保
護
法
等
の

法
令
に
つ
い
て
」
及
び
「
捕
獲
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
等
に
つ
い
て
の
座
学
を
行
い
、
午
後

は
旧
松
野
南
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
（
廃
校
利

用
で
地
元
が
歓
迎
）
に
移
り
、
参
加
者
を

三
班
に
分
け
「
囲
い
ワ
ナ
」
の
組
み
立
て
、

「
く
く
り
わ
な
」
の
設
置
等
の
実
習
を
行
い

ま
し
た
。

　

「
囲
い
ワ
ナ
」
に
つ
い
て
は
、
森
林
技

術
・
支
援
セ
ン
タ
ー
が
度
重
な
る
試
行
を

経
て
完
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
苦

労
の
過
程
が
伺
え
ま
し
た
。

　

各
参
加
者
も
熱
心
に
座
学
・
実
習
に
取

り
組
み
、「
シ
カ
わ
な
」
の
普
及
に
繋
が
っ

た
と
思
い
ま
す
。

  

講
習
会
の
冒
頭
、
主
催
者
挨
拶
で
間
島

重
道
署
長
か
ら
、「
民
有
林
で
の
シ
カ
駆

除
の
取
組
が
国
有
林
に
逃
げ
込
み
、
効
果

が
得
ら
れ
な
い
」
と
な
ら
な
い
た
め
に
も
、

国
有
林
野
職
員
も
、
駆
除
に
関
す
る
知
識

や
実
施
方
法
を
学
ぶ
べ
き
と
あ
り
、
今
回

の
受
講
を
、
他
署
で
既
に
取
組
が
な
さ
れ

て
い
る
「
職
員
に
よ
る
駆
除
」
に
繋
げ
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

愛
媛
森
林
管
理
署
で
は
、
地
元
関
係
機

関
等
と
の
連
携
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
四
国
森
林
管
理
局
の
関
係
各
課
の
協

力
の
も
と
、
各
種
講
習
会
や
意
見
交
換
会

を
企
画
・
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
昨
日
の
「
ド
ロ
ー
ン
講
習
会
」

及
び
「
民
有
林
・
国
有
林
合
同
意
見
交
換

会
」
と
本
日
の
「
シ
カ
わ
な
講
習
会
」
を

２
日
間
に
わ
た
り
松
野
町
で
開
催
し
た
の

は
、
昨
年
度
、
当
署
管
内
で
２
箇
所
（
石

鎚
風
景
林
・
滑
床
自
然
休
養
林
）
が
「
日

本
美
し
の
森
お
薦
め
国
有
林
」
に
選
ば
れ
、

今
年
度
、
様
々
な
取
組
を
実
行
す
る
た
め
、

地
元
と
の
連
携
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

今
回
の
取
組
を
通
じ
て
、
滑
床
自
然
休

養
林
の
地
元
で
あ
り
ま
す
松
野
町
や
宇
和

島
市
の
職
員
と
も
人
的
パ
イ
プ
が
で
き
ま

し
た
。

　

今
後
、
民
・
国
連
携
し
た
各
種
取
組
に

繋
げ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

２
校
で
森
林
環
境
教
育

（
空
飛
ぶ
種
子
）
を
実
施

〈
四
万
十
川
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
〉

　

６
月
28
日
に
宿
毛
市
立
松
田
川
小
学
校

の
１･

２
年
生
14
名
、
７
月
10
日
に
は
松

野
町
立
松
野
西
小
学
校
の
４
年
生
19
名
を

対
象(

今
年
度
森
林
環
境
教
育
第
３
回
目)

と
し
た
「
空
飛
ぶ
種
子
」
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

松
田
川
小
学
校
は
、
低
学
年
な
の
で
理

し
た
。

　

今
回
、
こ
の
よ
う
に
講
習
会
及
び
意
見

交
換
会
を
セ
ッ
ト
に
実
施
し
た
こ
と
で
、

実
際
に
顔
を
会
わ
せ
た
時
間
が
長
く
取

れ
、
人
的
パ
イ
プ
作
り
に
繋
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。



解
し
て
も
ら
え
る
か
不
安
も
あ
り
ま
し
た

が
、
最
初
の
「
草
や
木
な
ど
の
植
物
は
ど

う
や
っ
て
種
子
を
蒔
く
の
で
し
ょ
う
か
」

と
の
質
問
に
、
す
ぐ
さ
ま
「
風
を
利
用
す

る
」「
自
分
で
蒔
く
」
と
正
し
い
答
え
が

帰
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
驚
き
ま
し
た
。
担

任
の
先
生
が
「
草
や
木
の
種
子
に
つ
い
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
使
っ
て
児
童
達
が

自
主
的
に
予
習
を
し
て
臨
み
ま
し
た
」
と

い
う
話
を
聞
い
て
更
に
ビ
ッ
ク
リ
。
講
義

で
は
草
や
木
な
ど
の
植
物
に
花
が
咲
き
実

を
付
け
、
や
が
て
、「
風
を
利
用
す
る
」「
動

物
を
利
用
す
る
」「
水
を
利
用
す
る
」「
自

分
の
力
で
飛
ば
す
」
と
い
う
大
き
く
分
け

て
４
つ
の
方
法
で
種
子
を
散
布
す
る
こ
と

を
説
明
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
い
ろ
い
ろ

な
種
子
を
見
せ
て
、「
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
」「
ア

ル
ソ
ミ
ト
ラ
」（
東
南
ア
ジ
ア
産
の
ウ
リ

科
の
植
物
）
な
ど
の
風
や
翼
を
使
っ
て
飛

ぶ
種
子
が
実
際
に
ど
の
よ
う
に
飛
ぶ
か
観

察
し
て
も
ら
い
、
大
き
な
翼
を
持
つ
種
子

「
ア
ル
ソ
ミ
ト
ラ
」
が
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
よ
う

に
飛
ぶ
様
子
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

テ
イ
カ
カ
ズ
ラ
の
種
子
を
手
作
り
の
風
洞

実
験
装
置
の
中
に
入
れ
、
電
源
を
入
れ
る

と
ふ
わ
ふ
わ
回
転
し
な
が
ら
舞
い
上
が
る

様
子
に
児
童
か
ら
歓
声
が
沸
き
ま
し
た
。
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次
に
、「
ニ
ワ
ウ
ル
シ
」「
ラ
ワ
ン
」「
マ

ツ
」「
ア
ル
ソ
ミ
ト
ラ
」
の
種
子
の
模
型
を

製
作
、
薄
い
ス
チ
レ
ン
シ
ー
ト
に
コ
ル
ク

を
貼
り
合
わ
せ
た
り
、
色
紙
等
を
使
っ
て

作
り
、
さ
っ
そ
く
教
室
で
飛
ば
す
と
、
く

る
く
る
と
回
り
な
が
ら
衝
撃
を
和
ら
げ
て

落
ち
る
様
子
や
、
ふ
わ
っ
と
滑
空
す
る
様

子
、
輪
ゴ
ム
で
打
ち
上
げ
る
と
ロ
ケ
ッ
ト

の
よ
う
に
高
く
飛
ん
で
舞
い
降
り
て
く
る

様
子
を
実
感
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
羽
根
を
Ｖ
字
形
に
折
っ
た
り
、
し
わ

を
つ
け
た
り
す
る
こ
と
で
種
子
の
飛
び
方

に
も
工
夫
を
つ
け
ま
し
た
。

　

最
後
は
、校
庭
に
出
て
「
フ
ジ
」「
フ
ウ
」

な
ど
の
樹
木
の
種
子
探
し
を
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
活
動
を
通
じ
て
児
童
の
草
や

木
、
自
然
に
対
す
る
興
味
・
関
心
が
よ
り

高
ま
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

「
冬
下
刈
作
業
の
導
入
に
向

け
た
現
地
検
討
会
」
を
開
催

〈
安
芸
森
林
管
理
署
〉

　

下
刈
作
業
は
、
造
林
の
保
育
作
業
の
中

で
最
も
作
業
従
事
者
の
肉
体
的
負
担
が
大

き
い
作
業
で
あ
り
、
ま
た
経
営
者
に
と
っ

て
も
保
育
コ
ス
ト
と
し
て
重
い
負
担
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
有
林
で
は
、
造
林
事
業
に
お
け
る
コ

ス
ト
低
減
と
作
業
従
事
者
の
作
業
負
担
軽

減
を
図
る
た
め
、
下
刈
の
作
業
時
季
の
見

直
し
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
当
署
に
お
い

て
も
こ
の
よ
う
な
取
組
を
進
め
て
お
り
、

６
月
４
日
、
高
知
県
奈
半
利
町
の
須
川
山

国
有
林
内
の
試
験
地
（
森
林
技
術
・
支
援

セ
ン
タ
ー
試
験
地
）
に
お
い
て
、
地
元
の

林
業
事
業
体
を
は
じ
め
各
署
の
国
有
林
職

員
、
総
勢
約
60
名
に
よ
り
「
冬
下
刈
作
業

の
導
入
に
向
け
た
現
地
検
討
会
」
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

　

試
験
地
は
、
平
成
21
年
度
（
20
年
度
植

栽
）
か
ら
、通
常
の
下
刈
を
実
施
し
た
「
夏

刈
区
」
と
冬
に
下
刈
を
実
施
し
た
「
冬
刈

区
」
と
下
刈
を
省
略
し
た
「
無
下
刈
区
」

の
試
験
区
を
設
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
植
栽
木

の
成
長
調
査
と
下
刈
・
除
伐
の
功
程
調
査

実
施
し
ま
し
た
。

　

植
栽
後
10
年
を
経
過
し
た
各
試
験
区
の

植
栽
木
の
状
況
は
、「
冬
下
刈
区
」「
夏
下

刈
区
」
と
も
大
き
な
差
は
な
く
順
調
に
成

長
し
て
お
り
、
ま
た
、
下
刈
＋
除
伐
の
作

業
功
程
で
は
「
冬
下
刈
」
が
有
意
で
あ
り

ま
し
た
。
な
お
、「
無
下
刈
区
」
は
成
長
が

悪
く
、
被
圧
さ
れ
た
影
響
に
よ
り
枯
損
木

が
多
い
状
況
で
し
た
。

　

そ
の
後
の
意
見
交
換
で
は
、
作
業
を
実

施
し
た
事
業
体
か
ら
「
冬
刈
り
は
体
に
か

か
る
負
担
が
少
な
い
」「
カ
ヤ
が
枯
れ
て

い
る
の
で
植
栽
木
が
見
や
す
い
た
め
誤
伐

が
少
な
い
」「
蜂
が
い
な
い
」
等
の
冬
下

刈
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
一
方
「
気
温
が

低
い
の
で
刈
払
機
の
エ
ン
ジ
ン
が
か
か
り

に
く
い
」
等
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。
植

栽
木
の
成
長
状
況
や
作
業
功
程
及
び
作
業

従
事
者
の
作
業
負
担
の
軽
減
を
考
え
る

と
、
冬
刈
り
は
今
後
有
効
な
作
業
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

閉
会
挨
拶
で
は
、
松
本
寛
喜
森
林
整
備

部
長
か
ら
「
10
年
以
上
前
か
ら
冬
下
刈
の

比
較
試
験
に
取
り
組
ん
で
い
る
試
験
地
は

稀
で
あ
り
、
継
続
的
に
観
察
を
続
け
て
ほ

し
い
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し

た
。
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試
験
地
で
の
説
明

　

無
下
刈
実
施
箇
所



が
主
体
と
な
っ
て
シ
カ
捕
獲
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
28
年
度
か
ら
は
、
シ
カ
捕
獲
の

研
修
等
に
よ
り
情
報
を
収
集
し
、
新
た
に

く
く
り
ワ
ナ
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
こ
の

間
の
捕
獲
数
は
、
25
年
度
10
頭
、
26
年
度

41
頭
、
27
年
度
64
頭
、
く
く
り
ワ
ナ
を
導

入
し
た
28
年
度
97
頭
、
29
年
度
１
２
７
頭

と
い
う
よ
う
に
、
積
極
的
な
捕
獲
効
果
が

表
れ
て
い
る
状
況
で
し
た
。
し
か
し
、
今

後
職
員
の
高
齢
化
等
の
た
め
捕
獲
者
の
減

少
に
よ
る
シ
カ
捕
獲
数
の
減
少
が
危
惧
さ

れ
て
い
る
状
況
で
す
。

　

民
有
林
で
は
シ
カ
の
増
加
に
よ
り
、
農

林
業
被
害
及
び
生
態
系
被
害
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
市
町
村
も
積
極
的
な
捕
獲
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
捕
獲
者
の
高
齢
化
に

よ
る
減
少
、
体
力
の
衰
え
に
よ
り
森
林
の

奥
地
に
箱
ワ
ナ
を
設
置
し
た
い
が
体
力
的

に
無
理
が
あ
り
、
設
置
で
き
て
い
な
い
。

国
有
林
で
捕
獲
を
行
い
た
い
が
高
齢
者
が

多
い
た
め
入
林
届
を
提
出
す
る
の
が
煩
雑

で
国
有
林
で
捕
獲
し
て
い
な
い
。
く
く
り

ワ
ナ
を
購
入
し
た
い
が
経
費
を
確
保
で
き

ず
く
く
り
ワ
ナ
を
増
や
し
て
い
け
な
い
な

ど
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
締
結
し
た
協
定
で
は
、
箱
ワ
ナ
等

の
無
償
貸
与
、
国
有
林
の
入
林
手
続
き
の

簡
素
化
、
猟
友
会
に
よ
る
捕
獲
推
進
と
森

林
管
理
署
に
よ
る
捕
獲
技
術
支
援
な
ど
が

盛
り
込
ま
れ
、
国
有
林
、
民
有
林
の
そ
れ

ぞ
れ
の
課
題
を
克
服
す
る
内
容
と
な
っ
て

お
り
、
今
後
の
捕
獲
数
の
増
加
、
農
林
被

害
の
減
少
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
協
定

締
結
式
で
は
出
席
し
た
上
村
誠
北
川
村
長

か
ら
、
今
回
の
取
組
で
地
元
狩
猟
者
か
ら

は
捕
獲
数
の
増
加
に
向
け
て
の
期
待
、
地

元
住
民
か
ら
は
農
林
業
被
害
の
減
少
の
期

待
の
声
が
多
く
聞
か
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
協
定
に
大
変
期
待
し
て
い
る
と

の
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

　

安
芸
森
林
管
理
署
は
、
協
定
締
結
後

も
、
積
極
的
な
捕
獲
目
標
年
間
２
万
頭
を

北
川
村
と
シ
カ
被
害
対
策

推
進
協
定
を
締
結

〈
安
芸
森
林
管
理
署
〉

　

平
成
30
年
７
月
30
日
、
安
芸
郡
北
川
村

役
場
に
お
い
て
、
「
北
川
村
シ
カ
被
害
対

策
推
進
協
定
」
の
締
結
式
を
行
い
ま
し

た
。

　

こ
の
協
定
は
、
森
林
管
理
署
が
市
町
村

又
は
猟
友
会
に
箱
ワ
ナ
等
を
無
償
で
貸
与

し
、
貸
与
さ
れ
た
市
町
村
、
猟
友
会
の
シ

カ
捕
獲
者
が
貸
与
さ
れ
た
箱
ワ
ナ
等
を
国

有
林
に
設
置
し
、
見
回
り
、
捕
獲
個
体
の

処
理
を
実
施
す
る
。
猟
友
会
等
は
捕
獲
個

体
の
捕
獲
報
奨
金
を
受
領
す
る
。
と
い
う

内
容
で
す
。

　

安
芸
森
林
管
理
署
で
は
平
成
25
年
度
か

ら
管
内
の
８
つ
の
森
林
事
務
所
に
箱
ワ
ナ

を
導
入
し
、
森
林
技
術
員
、
再
任
用
職
員
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当
署
で
は
、
地
域
に
よ
っ
て
は
条
件

は
異
な
り
ま
す
が
、
冬
下
刈
の
有
効
性
を

確
認
す
る
た
め
に
引
き
続
き
植
栽
木
の

調
査
を
実
施
し
、
下
刈
作
業
コ
ス
ト
の

削
減
や
作
業
負
担
の
軽
減
に
繋
が
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

掲
げ
て
い
る
高
知
県
や
北
川
村
と
連
携

し
、
効
率
的
な
ワ
ナ
の
設
置
・
設
置
箇
所

の
工
夫
、
新
た
な
捕
獲
従
事
者
の
確
保
、

Ｉ
Ｏ
Ｔ
な
ど
の
新
た
な
技
術
の
導
入
に
よ

り
、
シ
カ
捕
獲
対
策
の
取
組
を
推
進
し
、

北
川
村
地
区
内
の
シ
カ
捕
獲
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 


